
２月２００７
No. 24

今月の主な内容
揖斐川町消防出初め式 ２
成人式 ４
揖斐川町職員給与の公表 ５
まちの話題 ６
生涯学習の広場 ８
申告相談などのお知らせ １６
Information Room ２０

写真：揖斐川町消防出初め式（揖斐川健康広場）

広報



平
成
１９
年
揖
斐
川
町
消
防
出
初
め
式
が
１
月
７
日（
日
）

揖
斐
川
健
康
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雪
が
降
り
し
き
る
中
、
楷
梯
操
法
（
は
し
ご
乗

り
）、
腕
用
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
あ
と
、
分

列
行
進
、
観
閲
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
６
消
防
団
が
集
結
し
、日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
さ
れ
、
士
気
の
向
上
と
防
火
意
識
の
高
揚

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

防防
災災
へへ
のの
決決
意意
新新
たた
にに

揖揖
斐斐
川川
町町
消消
防防
出出
初初
めめ
式式

小隊訓練（清水分団）

腕用ポンプ操法（小島分団）

腕用ポンプ操法と楷梯操法

腕用ポンプにより高々と上がった水柱

堂々とした分列行進

楷梯操法（北方分団）
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◆
岐
阜
県
知
事
表
彰

◇
永
年
勤
続
功
労
章

分
団
長

林

浩
（
揖
斐
川
）

副
分
団
長

山
口
厚
美
（
坂
内
）

班

長

大
村
友
則
（
坂
内
）

◇
勤
続
功
労
章

分
団
長

内
藤

修
（
揖
斐
川
）

分
団
長

細
野
寛
海
（
揖
斐
川
）

分
団
長

所

良
保
（
揖
斐
川
）

分
団
長

竹
内

勉
（
春
日
）

部

長

杉
坂
好
洋
（
坂
内
）

班

長

中
井
正
文
（
坂
内
）

団

員

谷
口
春
生
（
久
瀬
）

ま
た
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
式

典
で
は
、
功
労
者
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◇
功
労
章

分
団
長

�
橋
弘
郎
（
春
日
）

分
団
長

立
川
直
之

（
春
日
）

分
団
長

土
屋
宏
二
（
久
瀬
）

分
団
長

日
下
部
幸
弘

（
藤
橋
）

分
団
長

田
中
國
夫
（
坂
内
）

副
分
団
長

清
水
勝
正
（
坂
内
）

班

長

平
野
克
彦
（
坂
内
）

◇
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞

部

長

寺
田
和
幸

（
妻
）
美
和
子
（
谷
汲
）

班

長

横
山
陽
一

（
妻
）
洋
子

（
谷
汲
）

団

員

鹿
野
秀
樹

（
妻
）
真
奈
美
（
谷
汲
）

団

員

鬼
頭
利
明

（
妻
）
美
保

（
谷
汲
）

部

長

小
寺
辰
英

（
妻
）
節
子

（
春
日
）

班

長

佐
名
宏
文

（
妻
）
貴
子

（
春
日
）

団

員

新
川
正
康

（
妻
）
才
子

（
春
日
）

副
分
団
長

日
下
部
芳
文
（
妻
）
則
子

（
久
瀬
）

班

長

高
橋
宗
徳

（
妻
）
由
美
子
（
久
瀬
）

団

員

高
橋

透

（
妻
）
明
代

（
久
瀬
）

団

員

多
和
田
雅
美
（
妻
）
恵

（
久
瀬
）

団

員

増
田
直
実

（
妻
）
和
子

（
久
瀬
）

◆
西
濃
振
興
局
長
表
彰

分
団
長

高
橋

靖
（
谷
汲
）

分
団
長

土
屋
宏
二
（
久
瀬
）

部

長

駒
月
雅
樹
（
春
日
）

団

員

山
口
嘉
康
（
春
日
）

団

員

坂
下
久
幸
（
久
瀬
）

◆
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
勤
労
章
（
２０
年
）

副
団
長

野
原

徹
（
春
日
）

分
団
長

林

浩
（
揖
斐
川
）

分
団
長

國
枝
茂
美
（
谷
汲
）

副
分
団
長

高
橋
嘉
明
（
久
瀬
）

部

長

杉
坂
好
洋
（
坂
内
）

班

長

田
中
設
夫
（
坂
内
）

団

員

白
川
勇
一
（
春
日
）

団

員

山
口
嘉
康
（
春
日
）

団

員

矢
野
幸
司
（
久
瀬
）

◇
勤
労
章
（
１５
年
）

分
団
長

若
林
直
樹
（
谷
汲
）

分
団
長

古
野
美
幸
（
谷
汲
）

分
団
長

土
岐
幸
司
（
春
日
）

副
分
団
長

伊
藤

悟
（
揖
斐
川
）
副
分
団
長

松
井
哲
也
（
谷
汲
）

班

長

藤
原

弘
（
春
日
）

班

長

羽
實
靖
雅
（
久
瀬
）

班

長

中
田

朗
（
久
瀬
）

団

員

神
原
富
士
一
（
谷
汲
）

団

員

小
寺
寿
一
（
春
日
）

団

員

新
川
正
康
（
春
日
）

団

員

高
橋
茂
盛
（
久
瀬
）

団

員

大
西
臣
人
（
久
瀬
）

団

員

中
島

寿
（
久
瀬
）

団

員

柘
植
隆
行
（
藤
橋
）

団

員

東
野
克
也
（
坂
内
）

◇
功
績
章

分
団
長

高
橋

靖
（
谷
汲
）

分
団
長

山
本
俊
樹
（
谷
汲
）

分
団
長

高
橋
弘
郎
（
春
日
）

分
団
長

立
川
直
之
（
春
日
）

分
団
長

土
屋
宏
二
（
久
瀬
）

副
分
団
長

小
寺
義
人
（
春
日
）

部

長

山
本
幸
泰
（
谷
汲
）

部

長

駒
月
雅
樹
（
春
日
）

班

長

佐
名
宏
文
（
春
日
）

班

長

金
崎
浩
司
（
春
日
）

班

長

白
川
春
樹
（
春
日
）

班

長

重
綱
長
治
郎
（
坂
内
）

団

員

神
原
富
士
一
（
谷
汲
）

団

員

伊
藤
敬
二
（
春
日
）

団

員

坂
下
久
幸
（
久
瀬
）

◆
揖
斐
郡
消
防
協
会
長
表
彰

◇
無
火
災
表
彰

２
年

坂
内
消
防
団

◇
無
火
災
表
彰

１
年

藤
橋
消
防
団

◇
功
労
章

１６
名

◇
功
績
章

３１
名

◇
勤
労
章

２６
名

◆
町
長
表
彰

◇
町
長
特
別
功
労
章

分
団
長

野
原
英
雄
（
揖
斐
川
）
分
団
長

高
橋

靖
（
谷
汲
）

分
団
長

山
本
俊
樹
（
谷
汲
）

副
分
団
長

竹
中
正
和
（
久
瀬
）
副
分
団
長

森

恒
彰
（
久
瀬
）

部

長

寺
田
和
幸
（
谷
汲
）

部

長

山
本
幸
泰
（
谷
汲
）

部

長

佐
名
浩
二
（
春
日
）

班

長

古
野
清
明
（
谷
汲
）

団

員

新
川
正
康
（
春
日
）

団

員

大
西
清
美
（
久
瀬
）

団

員

増
田
秀
樹
（
久
瀬
）

団

員

長
屋
幹
年
（
久
瀬
）

団

員

長
屋
清
重
（
久
瀬
）

団

員

冨
田
洋
次
（
藤
橋
）

団

員

川
本

励
（
藤
橋
）

団

員

東
野
克
也
（
坂
内
）

団

員

奥
田
岩
男
（
坂
内
）

団

員

高
殿
高
象
（
坂
内
）

◇
功
労
章
（
消
防
団
）

３８
名

◇
功
労
章
（
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
）

２６
名

◇
町
長
感
謝
状

春
日
小
学
校
少
年
防
火
ク
ラ
ブ

◆
団
長
表
彰

４６
名

◆
隊
長
表
彰

３２
名

※
揖
斐
郡
消
防
協
会
長
表
彰
、
町
長
表
彰
（
功
労
章
）、団
長

表
彰
、
隊
長
表
彰
は
紙
面
の
都
合
上
、
受
章
者
の
紹
介
は
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岐阜県知事表彰（永年勤続功労章）を受ける林分団長

町長感謝状を受けた
春日小学校少年防火クラブの皆さん
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１
月
７
日
（
日
）、平
成
１９
年
揖
斐
川
町
成

人
式
が
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」（
前
進
）
を

テ
ー
マ
に
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

３
４
７
人
（
男
性
１
７
７
人
、
女
性
１
７
０

人
）
の
方
々
が
成
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
ま

し
た
。

式
典
は
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
の
井

口
真
吾
さ
ん
、
広
瀬
朋
香
さ
ん
が
司
会
を
つ

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
出
身
で
テ

レ
ビ
番
組
「
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
」
で
お
な
じ
み

の
揖
斐
郡
消
防
組
合
の
竹
田
敏
浩
さ
ん
に
よ

る
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
格
闘
家
の

所
英
男
さ
ん
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
り
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
お
祝
い
と
成
人

と
し
て
の
心
構
え
な
ど
の
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新

成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
ささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

２０
歳
に
な
っ
た
自
分
へ

タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

揖
斐
川
地
域
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、

５
年
前
、
中
学
３
年
生
の
立
志
式
の
時
に

そ
れ
ぞ
れ
書
い
た「
私
の
夢
」の
作
文
の
入

っ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
ま
し
た
。

新成人代表 小畑隆治さんによる誓いのことば

記念品の贈呈

竹田敏浩さんによる先輩からのメッセージ

アトラクション－社会人の一般常識クイズ

成人式を企画・運営した実行委員会の皆さん
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揖揖斐斐川川町町職職員員のの給給与与をを公公表表ししまますす
人件費とは…
人件費とは、職員の給与・手当て、そのほか、町長・議員などの

特別職の給料・報酬、各種委員報酬など、またこれらに伴う各組合

への負担金などのことをいいます。

平成１７年度の決算では次のようになります。

■平成１７年度人件費の状況（普通会計） （単位：千円）

歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）

１４，７５９，０４５ ２，８９５，７２９ １９．６％

給与とは…
一般に「給与」といいますが、「給与」と「給料」の違いはご存

知でしょうか。

職員が勤労を提供し、その対価として得るものが「給与」です。

給与は、経験年数や学歴、勤務成績などにより決定される「給料」

とこれを補完する各種手当とに分けられます。各種手当とは「扶養

手当」「通勤手当」「住宅手当」「期末勤勉手当」「時間外勤務手当」など

のことです。

■職員給与の予算の状況
普通会計 平成１８年４月１日現在 （単位：千円）

職員数（Ａ） 給 料 職員手当 期末勤勉手当

３８９人 １，３０１，０２６ １８６，１０８ ５４２，６７２

給与費計（Ｂ） 一人当たり給与費（Ｂ／Ａ）

２，０２９，８０６ ５，２１８

※職員手当には退職手当は含まれていません。

職員の平均給与額は…
平成１８年４月１日現在

区 分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 ３０２，９８８円 ３６．７歳

技能労務職 ２１２，９２１円 ５２．２歳

初任給は…
初任給は、新規学卒者のように前職がない場合には下記の表のと

おり決定されます。

■初任給の状況（一般行政職） 平成１８年４月１日現在

区 分 決定初任給

大学卒 １７０，２００円

短大卒 １５１，０００円

高校卒 １３８，４００円

級別職員数の状況
平成１８年４月１日現在

区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 合計

標準的職務内容 主事 主任 係長・主査 課長補佐 課長・主幹 次長・課長 参与・部長

職員数（人） ７４ ５４ ７６ ４８ ５３ １１ １２ ３２８

構成比（％）２２．６ １６．５ ２３．２ １４．６ １６．２ ３．３ ３．６

（注） 揖斐川町職員の給与に関する条例の給料表区分に基づく 技
能労務職、医療職を除く職員数です。

特別職の報酬等の状況
平成１８年４月１日現在

区 分 給料月額 期末手当

給料

町 長 ７５０，０００円
６月期 ２．１２５月分

１２月期 ２．３２５月分

計 ４．４５月分

助 役 ６００，０００円

収入役 ５７０，０００円

区 分 報酬月額 期末手当

報酬

議 長 ３００，０００円
６月期 ２．１２５月分

１２月期 ２．３２５月分

計 ４．４５月分

副議長 ２６０，０００円

議 員 ２５０，０００円

職員手当の状況
平成１８年４月１日現在

区 分 期 末 勤 勉

期末・勤勉
手 当 支 給
割 合

６月期 １．４月分 ０．７２５月分

１２月期 １．６月分 ０．７２５月分

職務上の段階などに応じた加算措置・・・有

退職手当
（支給率）

退職事由 自己都合 定年・勧奨

勤続２５年 ３３．７５月分 ４２．１２月分

最高限度額 ５９．２８月分 ５９．２８月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（２～２０％加算）

扶養手当

配偶者は月額１３，０００円
その他の扶養親族２人までの月額６，０００円
３人目以降月額５，０００円
１６歳から２２歳の子には月額５，０００円加算

住居手当
月額１２，０００円を超える家賃の額に応じ、最高で
２７，０００円まで
自己所有住宅で新築５年以内 月額２，５００円

通勤手当

①交通機関等利用者
運賃相当額に応じ最高５５，０００円まで

②自動車等使用者
片道２㎞以上の職員に対して、距離に応じ、
月額２，０００円から２４，５００円まで

職員数の状況 各年４月１日現在

区 分
職 員 数

増 減
平成１７年度 平成１８年度

一般行政部門 ３３１人 ３２２人 △９

教 育 部 門 ６８人 ６７人 △１

公営企業等部門 １８人 １８人 ０

合 計 ４１７人 ４０７人 △１０
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全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
でででででででででででででででででででででででででででででで
とととととととととととととととととととととととととととととと
うううううううううううううううううううううううううううううう
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

春
日
小
宮
神
の
小
寺
達
也
さ
ん
が
第
１４
回

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ッ

プ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
兼
２
０
０
７
世
界

ジ
ュ
ニ
ア
・
カ
デ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権

大
会

選
考
会
へ
の
出
場
を
決
め
、
１２
月
２７

日（
水
）に
宗
宮
町
長
に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

世
界
大
会
出
場
を
懸
け
た
こ
の
大
会
に
、

小
寺
さ
ん
は
「
高
校
最
後
の
試
合
と
な
る
の

で
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
出
し
切
り
、

世
界
大
会
に
出
場
し
た
い
。」と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

宗
宮
町
長
は
「
気
負
わ
ず
、
平
常
心
で
実

力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。
国
体
な
ど
で
も

活
躍
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」と

激
励
し
ま
し
た
。

大
会
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最
優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優
秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
をををををををををををををををををををををををををををををを
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

１２
月
１２
日
（
火
）、揖
斐
川
町
立
坂
内
小
中

学
校
が
岐
阜
新
聞
・
岐
阜
放
送
が
行
う
「
２

０
０
６
（
平
成
１８
）
年
度

第
４９
回
県
優
秀

校
」
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

坂
内
小
中
学
校
は
小
中
併
設
校
の
特
徴
を

活
か
し
た
道
徳
な
ど
の
教
育
活
動
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
坂
内
で
は
学
校
と
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
強
く
、
児
童
・
生
徒
、
保
護

者
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
連
携
し
て
地
域
の
良

さ
を
再
確
認
し
、
そ
れ
が
教
育
に
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
でででででででででででででででででででででででででででででで
とととととととととととととととととととととととととととととと
うううううううううううううううううううううううううううううう
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

１２
月
１２
日
（
火
）

永
の
衣
斐
サ
カ
ヱ
さ
ん
が
、
１
月
９

日
（
火
）
春
日
小
宮
神
の
小
寺
な
つ
さ
ん
が
１００
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

衣
斐
さ
ん
は
９５
歳
の
長
寿
の
お
祝
い
の
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
お
ら
れ
、
ま
た
お
祝
い
し
て
も
ら
え
て
あ
り
が
た
い
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
長
寿
の
秘
訣
に
つ
い
て
特

に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
な
い
が
、
規
則
正
し
い
生
活
が

良
い
の
で
は
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

小
寺
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
気
ま
ま
に
過
ご
し
て
こ
れ
た
こ
と

が
長
生
き
に
つ
な
が
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
野
菜
が
好
き
で

な
ん
で
も
食
べ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

１２
月
２５
日
（
月
）
清
水
の
市
田
ひ
さ
ゑ
さ
ん
が
、
１
月
５

日
（
金
）
北
方
の
河
瀬
や
す
を
さ
ん
が
９５
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

市
田
さ
ん
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
趣
味
を
大
事
に
し
て
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。
畑
づ
く
り
も
趣
味
の
一
つ
で
、
好
物
の
イ

チ
ゴ
な
ど
も
自
ら
作
っ
て
み
え
る
そ
う
で
す
。

河
瀬
さ
ん
は
、
大
病
を
し
た
こ
と
が
な
く
、
近
く
の
喫
茶

店
で
お
友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
民
謡
教
室
に
通
っ

た
り
し
て
楽
し
く
過
ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

１００
歳
、
９５
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
長
寿
の
お
祝

い
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

１００歳を迎えられた衣斐さん

小寺さん頑張ってください

１００歳を迎えられた小寺さん

坂内小中学校の皆さんおめでとうございます

９５歳を迎えられた市田さん

９５歳を迎えられた河瀬さん
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桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂桂
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工

１２
月
２０
日
（
水
）、伊
尾
野
地
区
周
辺
の
桂

川
沿
い
に
桂
川
丸
山
井
水
親
水
公
園
が
完
成

し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
桂
川
河
川
改
修
事
業
に
伴
い
、

親
水
を
テ
ー
マ
と
し
た
河
川
公
園
と
し
て
遊

歩
道
・
東
屋
・
桂
川
の
親
水
型
護
岸
が
整
備

さ
れ
、
気
軽
に
親
し
め
る
水
辺
空
間
と
な
り

ま
し
た
。

当
日
は
式
典
の
後
、
来
賓
と
や
ま
と
幼
児

園
の
皆
さ
ん
が
桂
川
に
生
息
す
る
ド
ジ
ョ
ウ

な
ど
の
魚
を
桂
川
に
放
流
し
、
親
水
公
園
の

竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ププププププププププププププププププププププププププププププ
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置

１２
月
１３
日
（
水
）、役
場
駐
車
場
で
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
の
配
置
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
谷
汲
消
防
団
（
第
３
分
団
）、

揖
斐
川
町
坂
内
消
防
団
（
本
部
）
の
老
朽
化

し
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台
が
更
新
さ
れ

ま
し
た
。

宗
宮
町
長
か
ら
２
名
の
消
防
団
長
に
「
引

き
続
き
、
こ
の
最
新
鋭
の
ポ
ン
プ
を
十
分
活

用
し
、
郷
土
の
守
り
に
万
全
を
期
す
よ
う

に
」
と
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故
減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減
少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少
をををををををををををををををををををををををををををををを
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
しししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててて

昨
年
１２
月
１１
日
か
ら
２０
日
の
間
、
年
末
の

交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
揖
斐
川
町
交
通
安
全
協
会
、

交
通
安
全
女
性
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

街
頭
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
や
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底
、
飲
酒
運
転
な

ど
の
無
謀
で
危
険
な
運
転
を
し
な
い
な
ど
、

十
分
交
通
安
全
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
ココココココココココココココココココココココココココココココ
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車

い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

主
催
の
「
走
れ
エ
コ
パ
ッ
カ
ー
事
業
」
で
入

選
し
た
絵
画
が
パ
ッ
カ
ー
車
（
ご
み
収
集

車
）
の
車
体
に
貼
り
付
け
る
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
台
に
２
つ
の
作
品
、
計
６
台
に

選
ば
れ
た
優
秀
作
品
１２
点
が
貼
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
が
、
環
境
や
リ
サ
イ
ク
ル

の
促
進
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
のののののののののののののののののののののののののののののの
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈

１２
月
２８
日
（
木
）、揖
斐
川
町
文
化
協
会
副

会
長
の
坪
井
景
照
さ
ん
（
清
水
在
住
）
が
町

民
憲
章
と
徳
山
ダ
ム
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書

を
宗
宮
町
長
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

水辺の憩いの場となりました

交通安全に注意しましょう美しいまちにしましょう

配置された消防ポンプ自動車
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サ
ン
タ
が
家
に
や
っ
て
き
た

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
（
１２
月
２４
日
）
の
夜
、

揖
斐
川
青
年
団
・
揖
斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
に
よ
る『
サ

ン
タ
が
家
に
や
っ
て
き
た

作
戦
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
年
団
・
Ｖ
Ｙ
Ｓ
の
皆

さ
ん
が
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
扮
し
て
、
あ
ら
か
じ

め
親
か
ら
預
か
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
子
ど
も
に
手
渡
し
ま
し
た
。

突
然
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
訪
問
に
大
喜

び
す
る
子
や
、
び
っ
く
り
す
る
子
な
ど
い
ま

し
た
が
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
渡
さ
れ
る
と
、
笑
顔
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会
開
催
！

１２
月
１６
日
（
土
）
１８
時
３０
分
か
ら
、
揖
斐

川
町
中
央
公
民
館
で
、
揖

斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
主
催
「
親
子

で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
４０
組
の
親
子

が
参
加
し
、
Ｖ
Ｙ
Ｓ
に
よ

る
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
読
み
聞

か
せ
、
キ
ャ
ン
ド
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
着
ぐ
る

み
も
登
場
し
、
参
加
し
た
親
子
と
一
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｖ
Ｙ
Ｓ
の
高
校
生
た
ち
に
と
っ
て

も
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
研
修
の
場
と
し

て
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
元
気
に
開
催
！

１２
月
２３
日
（
土
）、坂

内
交
流
セ
ン
タ
ー
で
公

民
館
体
育
部
会
主
催
の

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
保
育
園
児
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
約
３０
名
の
参
加
が
あ
り
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
の
中
で
の
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
１２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の
予
選
リ

ー
グ
戦
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
、

平
野
清
六
さ
ん
・
田
中
正
敏
さ
ん
ペ
ア
が
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
・
栄
養
相
談
、
体
力
測
定
の

ご
案
内

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
を

専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

２
月
２１
日
（
水
）
１４
時
〜
１６
時

■
場
所

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用

無
料

■
内
容

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、

運
動
指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

ブ
ラ
イ
ト
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

メ
ン
バ
ー
募
集
！

音
楽
サ
ー
ク
ル
「
ブ
ラ
イ
ト
ブ
ラ
ス
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
」
で
は
、
主
に
木
・
金
管
楽
器
で

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
家
で
楽
器

が
眠
っ
て
い
る
方
や
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
練

習

日

毎
週
火
・
水
・
木
・
金

１９
時
〜

■
練
習
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

■
募
集
対
象
者

経
験
者
で
楽
器
を
お
持
ち
の

方
の
み
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
練
習
の
見
学
も
歓
迎
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

℡
２
２－

１
１
２
０

（
社
会
教
育
課
）

公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
》

■
日
時

２
月
４
日
（
日
）
９
時
〜

■
場
所

北
方
小
学
校
体
育
館

※
雨
天
中
止

☆
揖
斐
公
民
館

《
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

■
日
時

２
月
４
日
（
日
）
９
時
〜

■
場
所

健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

☆

永
公
民
館

《
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
》

■
日
時

２
月
１１
日
（
日
）
８
時
〜

■
場
所

健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

☆
小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級
『
昔
の
お
菓
子
作
り
』》

■
日
時

２
月
１５
日
（
木
）
１０
時
〜

■
場
所

小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級
『
家
族
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
』》

■
日
時

２
月
１７
日
（
土
）
１９
時
〜

■
場
所

岐
阜
ス
プ
リ
ン
グ
レ
ー
ン

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
時

１
月
２７
日
（
土
）

２
月
３
日
・
１０
日
（
土
）
９
時
〜

■
場
所

小
島
公
民
館

中央公民館プチギャラリー
○家庭の日ポスター展示
町内各小中学校ＰＴＡによる活動状況展示
１月２４日～２月６日
○デジタル作品展 坂内パソコンクラブ
２月８日～２月１５日
○揖斐川尚和園・特養入所者作品展
２月１７日～２月２８日

ブブラライイトトブブララススアアンンササンンブブルル演演奏奏会会
☆日 時 ３月１１日（日）１４時～
☆場 所 揖斐川町中央公民館大ホール
☆入場料 無料
☆曲 目 エルザの大聖堂への行列

小さな世界
北酒場
などクラシックや歌謡曲を演奏します。
ぜひお越しください。

（^ Ｏ^ ）

メリークリスマス♪

２月１８日（日）は家庭の日 揖斐川町青少年育成町民会議

サンタサン登場�
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学
校
だ
よ
り

「
自
然
と
人
に
や
さ
し
い
心
を
も
ち
、
仲

間
と
共
に
進
ん
で
実
践
す
る
子
に
し
た
い
」

こ
れ
は
、
久
瀬
地
区
の
保
護
者
・
地
域
社

会
の
共
通
し
た
願
い
で
す
。

こ
の
願
い
を
受
け
て
、
久
瀬
小
学
校
で
は
、

隣
接
し
た
久
瀬
中
学
校
と
小
中
一
貫
し
た

様
々
な
共
通
体
験
活
動
を
実
施
す
る
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
年
も
教
科
・
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
成
果
や
取
り
組
み
を
保
護
者
や

地
域
の
方
に
発
表
す
る
「
三
世
代
ふ
れ
あ
い

祭
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
久
瀬
中
学
校
を

会
場
に
し
た
久
瀬
地
区
文
化
祭
と
同
日
開
催

で
も
あ
る
た
め
、
久
瀬
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
数
は
４４
名
で
す
が
、
今
年
は
そ
の
２
倍
以

上
の
１
１
９
名
も
の
方
に
来
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

発
表
し
た
り
交
流
し
た
り
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
言
葉
が
け
の
仕
方
や
人
と
の
関
わ
り

方
を
学
ん
で
い
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
活
動
Ⅰ
」・「
ふ
れ
あ
い
活
動

Ⅱ
」・「
み
ん
な
で
育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
試

食
す
る
会
」
の
三
部

構
成
で
、
ど
の
場
面

で
も
、
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。児

童
会
代
表
児
童

の
進
行
の
も
と
学
年

ご
と
に
発
表
す
る

「
ふ
れ
あ
い
活
動
Ⅰ
」
は
、
次
の
よ
う
に
各

学
年
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

１
年
生
…
国
語
「
大
き
な
か
ぶ
」
劇
と
合
奏

２
年
生
…
国
語
「
あ
っ
た
ら
い
い
な
こ
ん
な

も
の
」
発
表

３
年
生
…
三
倉
太
鼓
踊
り
紹
介
と
太
鼓
踊
り

（
文
化
庁
事
業
）
披
露

４
年
生
…
久
瀬
の
昔
話
「
天
狗
伝
説
」
劇

５
年
生
…
桜
を
育
て
緑
を
守
る
活
動
発
表

６
年
生
…
福
祉
体
験
活
動
実
演
と
発
表

「
ふ
れ
あ
い
活
動
Ⅱ
」
は
、
学
年
展
示
・

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
の
方
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
言
葉
が
け
で
、
ま
す
ま
す
張
り
切

っ
て
説
明
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
い

つ
も
地
域
の
方
が
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
動
き

に
感
動
し
た
」
「
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
様
子

が
よ
く
わ
か
り
、
実
際
に
体
験
し
て
勉
強
に

な
っ
た
。」な
ど
、
多
く
の
地
域
の
方
か
ら
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
協
力
で
焼
い
て
い

た
だ
い
た
学
校
園
の

サ
ツ
マ
イ
モ
を
参
加

者
全
員
で
い
た
だ
き
、

収
穫
の
喜
び
を
味
わ

い
ま
し
た
。

地
域
の
中
で
温
か

く
見
守
ら
れ
て
育
つ

久
瀬
の
子
ど
も
た
ち
。
今
年
も
久
瀬
小
学
校

の
誇
る
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
活
動
に
な
り
ま
し

た
。

「
誇
り
の
活
動
」
は
、
久
瀬
中
学
校
が
学

級
づ
く
り
に
お
い
て
最
も
大
切
に
し
て
い
る

活
動
の
一
つ
で
す
。
そ
れ
は
、
学
級
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
が
誇
れ
る
活

動
を
設
定
し
、
学
級
の
誰
も
が
誇
れ
る
活
動

を
つ
く
り
だ
す
活
動
で
す
。
５
月
の
「
宣
言

集
会
」、１０
月
の「
中
間
報
告
会
」、２
月
の「
ま

と
め
の
会
」
と
全
校
で
交
流
す
る
会
を
も
ち
、

お
互
い
に
学
び
合
い
、
よ
い
意
味
で
の
競
争

意
識
を
も
ち
、
よ
り
質
の
高
い
活
動
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

各
学
級
の
学
級
目
標
は
、
１
年
生
「
な
に

く
そ
」、
２
年
生
「D

o
it
Step

by
Step

〜
信
頼
・
自
信
・
進
化
〜
」、３
年
生
「
起
承

転
結
〜
絆
が
深
ま
っ
て
こ
そ
結
〜
」
で
す
。

誇
り
の
活
動
は
、
１
年
生
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
」、２
年
生「
学
習
」、３
年
生「
班
活
動
」

で
す
。

「
誇
り
の
活
動
」

に
取
り
組
む
中
で
よ

く
問
題
に
な
る
こ
と

の
一
つ
に
「
仲
間
に

か
か
わ
っ
て
い
く
こ

と
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
わ
り
の
仲
間
に
心

を
配
り
、
が
ん
ば
っ

て
い
る
姿
を
大
い
に

認
め
た
り
、
つ
ま
ず
い
て
い
る
姿
を
見
つ
け

た
ら
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
励
ま
し
た
り
、

時
に
は
厳
し
い
指
摘
を
し
た
り
し
て
共
に
高

ま
っ
て
い
く
。
言
葉
で
言
う
の
は
簡
単
で
す

が
「
仲
間
に
か
か
わ
る
」
と
い
う
こ
と
は
決

し
て
や
さ
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
は
、

家
に
帰
れ
ば
一
人

一
人
が
違
う
環
境

の
中
で
生
活
し
て

い
ま
す
。
生
ま
れ

て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

が
違
う
環
境
の
中

で
生
活
し
て
き
た

の
で
す
か
ら
、
一

人
一
人
の
物
の
考
え
方
や
感
じ
方
が
違
う
の

は
あ
た
り
前
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん

な
一
人
一
人
が
学
校
と
い
う
場
で
共
に
生
活

し
、
「
仲
間
に
か
か
わ
る
」
時
、
お
互
い
の

考
え
や
思
い
が
う
ま
く
通
じ
な
か
っ
た
り
、

す
れ
違
っ
た
り
、
ぶ
つ
か
っ
た
り
す
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
。
で
も
、
そ
の
ぶ
つ
か
り

合
い
の
中
で
お
互
い
の
理
解
が
深
ま
り
、
本

物
の
仲
間
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一

方
で
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
同
じ
仲
間
の
中
で

過
ご
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
仲
間
や
自

分
に
対
す
る
見
方
が
固
定
的
に
な
り
が
ち
で

す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
時
と
し
て
「
仲
間

に
か
か
わ
る
」
と
き
の
障
害
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
固
定
的
な
見
方
を

乗
り
越
え
て
仲
間
に
か
か
わ
る
中
で
、
新
し

い
仲
間
の
よ
さ
や
自
分
の
よ
さ
を
見
つ
け
る

こ
と
も
本
物
の
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。誇

り
の
活
動
を
通
し
た
仲
間
と
の
か
か
わ

り
合
い
の
中
で
、
一
年
の
終
わ
り
に
は
一
人

一
人
の
子
ど
も
が
自
分
や
学
級
に
自
信
と
誇

り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

地
域
と
共
に
「
三
世
代
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

〜
久
瀬
小
学
校
〜

「
誇
り
の
活
動
」
を
通
し
た
学
級
づ
く
り

〜
久
瀬
中
学
校
〜
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　9月に揖斐川町青少年育成町民会議 家庭部会で町内の全幼児園・保育園・幼稚園・小学校・中学校・揖
斐高校の保護者および子ども約5,150名を対象に行いましたアンケートの結果について、今月号より紹介
していきます。 
　以下のグラフは就寝時間について質問した結果をまとめたものです。3歳児から5歳児で午後9時以降に
寝る子が51.9％、小学生で午後10時以降に寝る子が14.4％という結果が出ました。大人の生活習慣に
子どもの生活が巻き込まれている実態がうかがえます。睡眠時間が子どもの成長にとって重要であること
は国が行った調査結果からも出ています。もう一度各家庭の生活習慣について見直してみましょう。 

就寝時間について 

3歳児から5歳児 

2.9％ 午後8時以前 

午後9時以前 

午後10時以前 

午後11時以前 

午後12時以前 

午後12時以降 

無回答 

43.9％ 

44.5％ 

7.0％ 

0.4％ 

0.0％ 

1.3％ 

小学生 

2.3％ 午後8時以前 

午後9時以前 

午後10時以前 

午後11時以前 

午後12時以前 

午後12時以降 

無回答 

39.1％ 

42.7％ 

12.0％ 

2.1％ 

0.3％ 

1.5％ 

中学生 

0.3％ 午後8時以前 

午後9時以前 

午後10時以前 

午後11時以前 

午後12時以前 

午後12時以降 

無回答 

3.1％ 

16.9％ 

45.2％ 

26.1％ 

7.4％ 

1.0％ 

高校生 

0.6％ 午後8時以前 

午後9時以前 

午後10時以前 

午後11時以前 

午後12時以前 

午後12時以降 

無回答 

1.2％ 

8.4％ 

26.2％ 

37.2％ 

24.8％ 

1.6％ 

『家族の一行詩』優秀作品 
『おじいちゃんとおばあちゃんへ』　　中学1年　川村　楓 

おじいちゃん　お仕事ほどほどに！おばあちゃん　いつも笑顔でいてね。 
長生きしてね。 

『妹へ』　　中学1年　白川　誠也 

おまえはいつも無邪気で元気だ。その元気が家族を明るくしている。 
これからも元気でいてくれ。 
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生生活活習習慣慣病病予予防防伝伝達達講講習習会会ののおおししららせせ
２月１日から７日までは生活習慣病予防週間です。

今年のスローガンは「ウエストのサイズダウンで健康アップ！」です。

そこで下記の日程で生活習慣病予防伝達講習会を行います。参加希望される方は２月５日までに保健センター

（ＴＥＬ２３－１５１１）までお申し込みください。

対 象：健康に興味のあるかたならどなたでも

内 容：メタボリックシンドロームについてのお話と調理実習

定 員：各３０名

参加費：１００円

持ち物：筆記用具、エプロン、布巾、三角巾、基本健康診査の結果（受けた方）

日程・場所

科
学
作
品
展
金
賞
受
賞
者

渡
邊
豊
華（
池
田
小
１
）
中
井
清
真（
池
田
中
２
）

荒
川

剛（
温
知
小
２
）
坂
内
中
グ
ル
ー
プ

野
原

惇（
温
知
小
２
）

澤
崎
友
太

中
川
佑
介

林

郁
磨（
八
幡
小
３
）

平
野
敦
子

山
口
直
紀

野
原

渉（
温
知
小
４
）

竹
中
美
月（
谷
汲
小
５
）

横
山
彰
吾（
東

小
５
）

北
川
嵩
彬（
池
田
小
６
）

林

哲
平（
八
幡
小
６
）

広
瀬
恭
平（
坂
内
中
１
）

教
育
研
究
実
践
論
文
入
選
者

優
秀
賞

下
野
千
津
子（
南
小
）

林
昌
子（
八
幡
小
）

梅
村
卓
司（
小
島
小
）

今
村
敏
文（
宮
地
小
）

山
本
久
美
子（
揖
斐
川
中
）

入

選

岩
崎
朱
美
、小
澤
飛
鳥
、篠
田
志
保
、山
田
剛
、

林
勝
子
、河
瀬
昭
彦
、山
中
貴
博

佳

作

３７
名

揖
斐
郡
教
育
研
究
総
会

１１
月
３０
日（
木
）、大
野
町
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
日
頃
の
教
育
研

究
実
践
の
成
果
を
共
有
す
る
研
究
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
の
浅
野

西
濃
教
育
事
務
所
長
・
地
元
の
県
議
会
議
員
、
各
町
教
育
長
・
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
の
ご
臨
席
の
も
と
教
育
研
究
実
践
論
文
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
４９

名
の
受
賞
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
続
い
て
実
践
論
文
優
秀
賞
の
下
野

千
津
子
教
諭
（
南
小
）
が
実
践
発
表
を
し
ま
し
た
。
食
に
関
す
る
指
導
を

通
し
て
、
家
族
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
実
践
力
を
育
て
る
家
庭
科
学
習
の

あ
り
方
の
発
表
で
し
た
。
そ
の
後
、
鳥
羽
水
族
館
名
誉
館
長
の
中
村
幸
昭

氏
か
ら
「
自
然
か
ら
教
育
を
学
ぶ
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

図
工
美
術
作
品
展
特
別
賞
受
賞
者

野
村
優
貴（
中

小
）

池
田

悠（
南

小
）

藤
原
諒
香（
春
日
小
）

林

大
介（
大
和
小
）

佐
名
一
太（
温
知
小
）

森

礼
峰（
春
日
中
）

坪
井
沙
織（
揖
斐
川
中
）

加
納
準
也（
南
小
）

瀧
日
千
夏（
久
瀬
中
）

野
崎
佑
介（
八
幡
小
）
浦
田
知
奈
美（
池
田
中
）

加
納
穂
乃
香（
温
知
小
）

揖 斐 郡 教 育
研修センター �

時 間

９：３０～１２：３０

※このほかの地域についても計画中です。

場 所

永公民館

清水公民館

小島公民館

大和公民館

揖斐公民館

北方公民館

地 区

永

清 水

小 島

大 和

揖 斐

北 方

月 日

２月８日（木）

２月１３日（火）

２月１４日（水）

２月１５日（木）

２月２１日（水）

２月２２日（木）

２月献血のお知らせ

■期日 ２月２日�
■時間・場所
９：３０～１２：００
日東あられ揖斐工場

１３：３０～１６：３０
揖斐厚生病院

■種類 全献血
皆さんのあたたかいご協
力をお待ちしています。
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再再
度度
おお
知知
らら
せせ
とと
おお
願願
いい

揖
斐
川
町
立
図
書
館
（
揖
斐
川
図
書
館
・
谷

汲
図
書
館
・
坂
内
図
書
館
）
は
合
併
を
機
に
図

書
館
の
シ
ス
テ
ム
を
一
本
化
し
、
新
し
く
２
月

１５
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

・
同
一
カ
ー
ド
で
揖
斐
川
・
谷
汲
・
坂
内
図
書

館
の
本
が
借
り
ら
れ
ま
す
。

・
借
り
た
本
は
３
館
の
ど
こ
で
で
も
返
却
で
き

ま
す
。

・
３
館
の
ど
こ
か
ら
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

蔵
書
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

図
書
館
内
部
工
事
の
お
願
い

そ
の
た
め
の
工
事
を
左
記
の
よ
う
に
行
い
ま

す
。
そ
の
間
休
館
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
館
内
閲
覧
は
、
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

揖
斐
川
図
書
館
・
谷
汲
図
書
館
の
工
事

期
間

２
月
１
日
（
木
）
か
ら

２
月
１４
日
（
水
）
ま
で

坂
内
図
書
館
の
工
事

期
間

２
月
８
日
（
木
）
か
ら

２
月
１４
日
（
水
）
ま
で

共
通
の
貸
出
カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い
て

貸
出
カ
ー
ド
は
新

し
く
３
館
共
通
の
カ

ー
ド
に
変
わ
り
ま
す
。

ご
来
館
の
際
、
申
込

み
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
お
出
し
く
だ

さ
い
。

揖
斐
川
図
書
館
新
着
図
書
紹
介

一

般

書

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
空
か
ら

西
田
ひ
か
る

芸
能
界
、
ス
ポ
ー
ツ
界
の
話
題
、
人
気
テ
レ
ビ

番
組
、
子
ど
も
の
し
つ
け
、
大
統
領
選
挙
な
ど

日
々
の
生
活
か
ら
政
治
ま
で

ガ
ン
日
記

中
野
孝
次

文
芸
春
秋

周
平
独
言

藤
沢
周
平

中
央
公
論
新
社

達
人
に
訊
け

ビ
ー
ト
た
け
し

新
潮
社

す
べ
て
の
愛
に
つ
い
て

浅
田
次
郎

河
出
書
房
新
社

水
の
な
か
の
螢

池
永

陽

集
英
社

回
り
灯
篭

吉
村

昭

筑
摩
書
房

そ
の
他

実

用

書

免
疫
力
が
み
る
み
る
ア
ッ
プ
す
る
１
０
０
の
コ
ツ

主
婦
の
友
社

も
の
忘
れ
・
ど
忘
れ
を
防
ぐ
１
０
０
の
コ
ツ

主
婦
の
友
社

お
な
か
が
ヤ
セ
る
レ
シ
ピ

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

新
六
十
歳
か
ら
の
生
き
方

ゴ
マ
ブ
ッ
ク
ス

図
解
・
日
本
史
未
解
決
事
件
フ
ァ
イ
ル

Ｐ
Ｈ
Ｐ

坂
本
竜
馬
の
系
譜

土
居
晴
夫

新
人
物
往
来
社

近
江
の
山
城
ベ
ス
ト
５０
を
歩
く

サ
ン
ラ
イ
ズ

美
人
の
財
布

藤
沢
久
美

ソ
フ
ト
バ
ン
ク

そ
の
他

児

童

書

絵
本
星
の
王
子
さ
ま

サ
ン
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

集
英
社

冠
婚
葬
祭
っ
て
な
ー
に

ニ
ュ
ー
ミ
レ
ニ
ア
ム

ポ
ッ
チ
ャ
ー
ン

コ
ラ
タ
ン

朔
北
社

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

講
談
社

中
国
の
歴
史
①
〜
⑩

集
英
社

そ
の
他
の
新
着
図
書
は
カ
ウ
ン
タ
ー
前
の
棚

に
一
覧
表
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
図
書
館
特
設
コ
ー
ナ
ー

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
に
因
ん

で
武
田
信
玄
・
山
本
勘
助
関
係
の
資
料
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

谷
汲
新
刊
図
書
案
内

一

般

書

使
命
と
魂
の
リ
ミ
ッ
ト

東
野
圭
吾

新
潮
社

舞
下
り
た
花
嫁

赤
川
次
郎

実
業
之
日
本
社

活
断
層

堺
屋
太
一

ア
メ
ー
バ
ブ
ッ
ク
ス

筆
子
そ
の
愛

車
取
ウ
キ
ヨ

ジ
ャ
パ
ン
ア
ー
ト

そ
の
他

児

童

書

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
ま
も
る
ぜ

ポ
プ
ラ
社

方
丈
記
（
大
型
版
）

鴨
長
明

汐
文
社

図
書
館
講
演
会
の
お
知
ら
せ

と

き

３
月
３
日
（
土
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

第
２
会
議
室

テ
ー
マ

「
旧
徳
山
村
の
伝
承
文
化
を
語
る
」

講

師

野
部
博
子
先
生

滋
賀
県
立
大
学

人
間
文
化
学
部
助
教
授

＊
整
理
券
は
、
２
月
１５
日
（
木
）
か
ら
各
図
書

館
で
お
渡
し
し
ま
す
。
定
員

１
０
０
名

借
り
た
本
・
ビ
デ
オ
な
ど
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

図
書
館
で
借
り
ら
れ
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
本
や
雑
誌
、
Ａ
Ｖ
資
料
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
図
書
館
の

本
な
ど
は
町
民
の
財
産
で
す
。
返
却
期
限
を
守

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
が
休
館
の
場
合
は
、
中
央
公
民
館
と

の
通
路
の
返
却
ポ
ス
ト
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

休
館
の
お
知
ら
せ

２
月
１
日
よ
り
２
月
１４
日
ま
で
揖
斐
川
と

谷
汲
図
書
館
は
シ
ス
テ
ム
整
備
の
工
事
の
た
め

特
別
休
館
し
ま
す
。

坂
内
図
書
館
は
２
月
８
日
よ
り
２
月
１４
日
ま

で
特
別
休
館
い
た
し
ま
す
。

２
月
１９
日
（
月
）

休
館

２
月
２６
日
（
月
）

休
館

２
月
の
お
は
な
し
の
会「
ま
ど
」は
お
休
み
で
す
。

新しいカード
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朝朝
鳥鳥
明明
神神
冬冬
至至
祭祭

去
る
１２
月
２２
日
冬
至
の
早
朝
、
上
野
の

朝
鳥
明
神
で
冬
至
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
か
が
り
火
に
点
火
す
る
「
日
迎

え
の
神
事
」）

古
代
神
社
の
姿
を
色
濃
く
残
す
朝
鳥
明

神
は
、
そ
の
御
神
体
を
「
磐
境
（
イ
ワ
サ

カ
）」と
呼
び
、
そ
の
祭
祀
場
一
帯
を
神
体

山
と
称
し
禁
足
地
・
聖
地
と
し
て
一
般
の

立
ち
入
り
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
朝
鳥
明
神
の
鎮
座
す
る
場
所
の
地

名
は
昔
よ
り
「
馬
瀬
口
」
と
呼
ば
れ
、
古

代
地
名
か
ら
考
察
す
る
と
本
来
は
「
馬
場

瀬
口
」
か
ら
転
訛
し
た
も
の
で
す
。
瀬
口

と
は
谷
の
入
り
口
を
指
し
、
馬
場
と
は
神

を
祭
る
た
め
掃
き
清
め
ら
れ
た
地
を
い
い

ま
す
。
つ
ま
り
馬
瀬
口
と
は
谷
の
入
り
口

の
祭
り
の
場
を
指
し
た
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
伝
承
地
名
と
し
て
残
る
境
内
の
一
帯

は
「
く
ご
」
と
い
わ
れ
、
供
御
・
供
給
と

い
ず
れ
の
字
も
あ
て
は
ま
り
、
こ
の
「
く

ご
」
は
朝
鳥
明
神
の
神
域
の
中
で
も
最
も

神
聖
な
聖
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
朝
鳥
明
神
を
地
名
か
ら
考

え
た
と
き
、
そ
こ
に
は
厚
い
信
仰
の
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

【
１
】
懐
か
し
い
戸
入
の
写
真

２
枚

昭
和
４０
年
頃
の
徳
山
戸
入
地
区
の
写
真

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

◇
寄
贈
者

本
巣
市

宮
川
澄
雄

様

【
２
】
教
科
書
（
昭
和
初
期
頃
）

修
身
、
辞
書
、
習
字
お
手
本
他
１００
余
冊

◇
寄
贈
者

太
田
み
つ
ゑ

様

【
３
】
入
営

た
れ
幕

２
枚

◇
寄
贈
者

坪
井

要

様

【
４
】
迦
多
賀
嶽
再
興
記
（
播
隆
上
人
）

巡
洋
艦
阿
賀
野
乃
一
生

ビ
ル
マ
最
前
線
（
一
）

◇
寄
贈
者

坪
井

進

様

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

いびがわ

特産品シリーズ ヤーコン（キク科）

ヤーコンはアンデスポテトとも呼びます。原産地は南米アンデス地方です。キク科植
物でキクイモの近縁種です。多年草で高さは約２ｍになります。ヒマワリのような黄色
花を晩秋に付けますが、大きさは小さく直径が３㎝ぐらいで、周りに２０個ぐらいの舌状
花と中央部に多数の筒状花からなる頭状花序です。地下には繁殖器官である塊茎と貯蔵
器官の塊根があり、食用には塊根（芋と呼ぶ）を用います。収穫直後は苦みが強いが、
１～２か月段ボールなどに入れて保存すれば、主成分のフラクトオリゴ糖が分解して果
糖が遊離するので甘みが出ます。成分はフラクトオリゴ糖やクロロゲン酸で、抗酸化作
用があり、高脂血症改善、便秘改善、ダイエットなどの効果が期待できます。料理はき
んぴら、サラダ、漬け物、煮物、ジュースやカレーなどに葉や茎は乾燥して茶として飲
むことができます。

岐阜薬科大学名誉教授 水野瑞夫
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平成18年12月届出分

〈平成１９年１月１日現在〉

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。

あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
町
役
場
へ

交
通
遺
児
の
た
め
に

岐
阜
県
中
古
自
動
車
販
売
協
会
西
濃
支
部

北
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
交
通
安
全
チ
ャ
リ
テ
ィ
と

し
て
町
へ
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岐
阜
県
中
古
自
動
車
販
売
協
会
西
濃
支
部

北
ブ
ロ
ッ
ク
は
交
通
遺
児
と
な
ら
れ
た
方
の

何
ら
か
の
助
け
に
な
れ
ば
と
、
毎
年
揖
斐
郡

内
の
町
へ
寄
付
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

養
基
保
育
園
へ

永
の
高
橋
順
次
さ
ん
（
前
教
育
委
員

長
）
よ
り
ス
チ
ー
ル
製
滑
り
台
の
寄
贈
を
頂

き
、
１２
月
２８
日
に
披
露
式
を
行
い
ま
し
た
。

園
児
全
員
で
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
尚
和
園
へ

窪
田
猛
男
さ
ん
（

永
）

野
菜

林

良
夫
さ
ん
（
北
方
）

野
菜

若
原
春
男
さ
ん
（
福
島
）

野
菜

小
椋
は
つ
ゑ
さ
ん
（
栄
町
）

み
か
ん

牧
村
正
美
さ
ん
（
房
島
）

野
菜

大
和
小
学
校
６
年
生
一
同

野
菜
な
ど

細
川

さ
ん
（
大
野
町
）

野
菜

揖
斐
川
町
毛
糸
玉
の
会

手
編
み
マ
フ
ラ
ー
・
帽
子
な
ど

揖
斐
川
町
分
区
揖
斐
川
赤
十
字
奉
仕
団

み
か
ん

揖
斐
川
町
分
区
藤
橋
赤
十
字
奉
仕
団

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

揖
斐
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

セ
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
い
び
が
わ

よ
り
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

婚姻 ～幾久しくお幸せに～
妻

駒月 美咲 （和田）
坊良 美佳 （静岡県焼津市）
高橋 香織 （新栄町）
中村理恵子 （大阪市）
仲野 志麻 （大野町）
長谷部由香 （瑞穂市）
小倉 由佳 （日坂）

夫
井口 功 （西若松）
大野 晃司 （島）
寺戸 直幸 （池田町）
宇佐美寛樹 （加茂団地）
山岸 忠臣 （谷汲大洞）
乾 和文 （谷汲名礼）
長谷川 功 （北方町）

出生 ～お誕生おめでとう～
お母さん

智美

まち子

紀子

友美

祐子

由希子

沙織

愛

恵

みえ

恵利

お父さん

雅貴

政治

忠博

進太郎

和明

肇

恭�
潔

愼一

充輝

大輔

赤ちゃん
みやび

近藤 雅

林 みなみ
ゆうすけ

原 悠介
ひ な

松井 比那
かず き

石 和姫
ゆい と

小野 由翔
きょうしん

安藤 恭心
はやて

梅村 颯
さと し

末永 智士
み

岡崎 あゆ美
らい き

長谷川 礼騎

地 区

雇用促進住宅

西 若 松

北 新 町

下 岡 島

島

新 栄 町

溝 尻

市 場

二 ノ 宮

二 ノ 宮

谷 汲 岐 礼

死亡 ～おくやみ申し上げます～
年 齢

６２
８２
７０
８７
５７
８０
７７
８８
９０
８８
８２
８５
８５
６７
７５
７９
７９
８４
８４
９２
８０
７８
８４
７２
９９
１９
８５
８５

氏 名

河� 孝子
牧村 まさゑ
日下部ちゑ子
野口 幸作
若原 猛
鳥居 定子
大野 金六
坪井 要
安藤 �雄
粟野 津や子
衣斐 子
林 義秋
小森 �男
加藤 すゑ子
戸田 幸子
長谷川みす子
野原 弘
朝野 香代子
川村 いさを
仲野 ���
杉本 かなゑ
高橋 拾
中島 きよゑ
杉山 絹代
高橋 すみゑ
矢野 麻衣子
山口 不可思
中井 シズヱ

地 区

北 方 ６ 区
北 方 ７ 区
極 楽 寺
中 町
清 水
清 水

島
中 村
出 屋 敷
上 東 野
溝 尻
上 野
市 場
二 ノ 宮
谷 汲 深 坂
谷 汲 岐 礼
春 日 六 合
春日小宮神
春 日 川 合
春 日 美 束
乙 原
乙 原
小 津
樫 原
西 津 汲
三 倉
坂 内 広 瀬
坂 内 広 瀬

世帯数（対前月比）
８，１１１（＋６）
５，５３３（＋５）
１，０９２（±０）
５８３（＋２）
４６６（－２）
１８１（＋１）
２５６（±０）

女
１３，４７４
９，５７８
１，９０５
８０３
７１８
１７０
３００

男
１２，３９２
８，９００
１，７４４
７０４
６３１
１６８
２４５

人口（対前月比）
２５，８６６（－３５）
１８，４７８（－７）
３，６４９（－７）
１，５０７（－８）
１，３４９（－１１）
３３８（－１）
５４５（－１）

合計
揖斐川地域
谷汲地域
春日地域
久瀬地域
藤橋地域
坂内地域
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老老
人人
保保
健健
医医
療療
のの
医医
療療
費費
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
てて
みみ
まま
しし
ょょ
うう

《
老
人
保
健
医
療
と
は
？
》

７５
歳
以
上
の
方
（
昭
和
７
年
９
月
３０

日
以
前
に
出
生
さ
れ
た
方
を
含
む
）
と

６５
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
、

老
人
保
健
医
療
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
対
象
者
に
は
「
医
療
受
給
者
証
」

と
「
健
康
手
帳
」
が
発
行
さ
れ
、
医
療

費
の
自
己
負
担
の
割
合
が
１
割
（
一
定

以
上
の
所
得
が
あ
る
方
は
３
割
）
と
な

り
ま
す
。

残
り
の
９
割
（
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
方
は
７
割
）
は
、
各
機
関
（
国
保

・
政
管
健
保
・
共
済
組
合
な
ど
）
か
ら

の
拠
出
金
と
公
費
（
国：

県：

町＝

４：

１：

１
）
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。

《
揖
斐
川
町
の
老
人
医
療
費
の
推
移
》

下
の
グ
ラ
フ
を
見
て
み
ま
す
と
、
揖

斐
川
町
の
老
人
保
健
医
療
の
対
象
者
は

平
成
１４
年
度
の
４，

９
８
３
人
か
ら

減
少
し
て
い
ま
す
。
老
人
医
療
費
を
見

て
み
ま
す
と
、
平
成
１７
年
度
は
前
年
度

と
比
較
し
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
人
当
た
り
の
老
人
医
療
費
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

《
医
療
費
の
増
加
対
策
と
し
て
》

医
療
費
が
増
加
す
る
背
景
に
は
、

様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
、
医
療
費
の
節
約
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
医
療
費
を
適
切

に
使
う
た
め
に
も
、
次
の
こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

①
お
医
者
さ
ん
の
か
け
も
ち
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

②
時
間
外
・
休
日
受
診
は
な
る
べ

く
避
け
ま
し
ょ
う
。

③
薬
を
た
く
さ
ん
欲
し
が
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

④
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

⑤
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指
示

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

⑥
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
の
記
事
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課
老
人
保
健
医
療
担

当
（
内
線
１
６
２
）
ま
で
。

医
療
費
増
加
の
一
番
の
対
策

は
、
私
た
ち
自
身
が
、
健
康
に

気
を
つ
け
、
お
医
者
さ
ん
に
か

か
ら
ず
に
す
む
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。

食
事
を
き
ち
ん
と
食
べ
、
適

度
な
運
動
・
休
養
を
と
っ
て
、

い
つ
ま
で
も
健
や
か
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

※１４～１６年度の対象者数・老人医療費の数字は、町村合
併前の旧町村の人数および金額を合算したものです。
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所得税の確定申告、町・県民税および国民健康保険税の申告についてのお知らせです 

申告はお早めに！ 

申告相談会場・日程のお知らせ 

申告はお早めに！ 

町では、所得税および町・県民税、国民健康保険税の申告相談・受付を行います。 
相談受付期間：2月16日（金）～3月15日（木）※土・日を除く 
申告相談会場および受付対象地区は18ページと19ページのとおりです。 
申告受付は例年混雑します。記入できるところは事前に記入し、資料をそろえて時間に余裕をもって会場にお越
しください。 
　また、各地区の申告相談日には職員が出向きますので、役場および振興事務所での申告はご遠慮ください。 
　なお、2月27日から3月15日までの揖斐川地域の申告相談会場は中央公民館にて行います。 

★事業所得や不動産所得などがある方で、平成18年中の各種所得の合計金額から、基礎控除や扶養控除などの所得控除
を差し引き、その金額を基にして計算した税額が配当所得控除と定率減税額の合計を超える場合 
★給与所得者の方で、次のいずれかにあてはまる方 
①平成18年分の給与の年収が2，000万円を超える方 
②給与所得や退職所得以外の所得（農業所得など）金額の合計が20万円を超える方 
③給与を2か所以上から受けていて、年末調整をされなかった給与の収入と給与所得・退職所得以外の所得金額との合計額
が20万円を超える方 
 
 
次に該当する方は、確定申告をすると源泉徴収された所得税が還付される場合があります。 
①給与所得者で、医療費控除・雑損控除・住宅借入金特別控除などを受けられる方 
②年の途中で退職し、再就職されなかった方で、年末調整を受けなかった方 
③予定納税をしたが、確定申告の必要がなくなった方 
④退職所得のある方で、その所得を含めて確定申告をすることにより、源泉徴収された所得税について、定率減税の適用を受
けることのできる方 
 
 
①所得税の確定申告書（税務署から送付された方のみ） 
②印鑑（朱肉用のもの） 
③平成18年中の収入金額がわかるもの（給与所得や公的年金の源泉徴収票（必ず原本を持参）、事業所得や不動産所得
がある方は収支内訳書など収支のわかる書類など） 
④各種控除を受ける場合に必要なもの（生命保険料や損害保険料などの支払証明書、国民年金保険料の支払を証明する
書類、医療費の領収書など） 

確定申告をしなければならない方 

確定申告をすれば税金が戻る方 

申告に必要なもの 

所得税の確定申告 
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町・県民税および国民健康保険税の申告 

（以下に該当される方であっても、平成18年分所得税の確定申告をされる方は必要ありません。） 

★平成19年1月1日現在、揖斐川町にお住まいの方で、次のいずれかに該当する場合 

①事業所得・不動産所得・利子所得・配当所得・一時所得・譲渡所得・山林所得のあった方 

②給与所得者で、給与所得以外の所得があった方（20万円以下でも申告が必要です。） 

③給与所得者や公的年金受給者で、医療費控除、社会保険料控除、扶養控除などを受けようとする方 

④平成18年中に所得がなかった方で、国保加入者および福祉医療、児童（扶養）手当などの公的扶助、就学扶助、国民年金

保険料免除申請などの所得課税証明などの発行を必要とする方 

 

 

平成18年分所得税、個人事業者の消費税、地方消費税および贈与税の申告会場が、「大垣市民会館」で開設されます。 
 

①開設期間　平成19年2月5日（月）から4月2日（月） 
　　　　　　※土・日曜・祝日を除きます。 

　　　　　　所得税は、3月15日（木）まで 

②開設時間　午前9時から午後5時まで 
 

 

 

お問い合わせ　 

　大垣税務署（0584）78-4101または、税務相談室大垣分室（0584）75-4103へ。 

 

 

 

 

協力：名古屋税理士会大垣支部 

①開催日　平成19年2月6日（火）　　　　　時間　午前の部　9時30分から12時まで 

②会　場　揖斐川町役場3階　大会議室　　　　午後の部　1時30分から5時まで 

 

 

※　大垣税務署による3町合同説明会です。 

①開催日　平成19年2月7日（水）　　　　　時間　午前の部　9時30分から12時まで 

②会　場　大野町総合町民センター多目的ホール　午後の部　1時30分から4時まで 

 

 

①開催日　平成19年2月8日（木）　　　　　時間　午前の部　9時30分から12時まで 

②会　場　揖斐川町役場3階　大会議室　　　　午後の部　1時30分から5時まで 

 

なお、詳しい内容につきましては、先月号（1月号）に掲載してありますのでご覧ください。 

町・県民税および国民健康保険税の申告が必要な方 

大垣税務署から確定申告会場のご案内 

この期間、大垣税務署内には申告会場を設けておりませんので 
ご注意ください。 

医療費控除・中途退職された方・年金を受給されている方 
などで、還付を受けられる方の申告説明会 

住宅借入金等特別控除を受けられる方の還付申告説明会 

雪害による雑損控除を受けられる方の還付申告説明会 

☆ご不明な点がありましたら、税務課住民税係（内線132）までお尋ねください。 
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相 談 会 場 ・ 日 程
揖 斐 川 地 域

会 場

農村婦人の家

大和公民館

清水公民館

永公民館

小島公民館

中央公民館

地 区

北方

大和（上南方）

大和（若松・房島・極楽寺）

清水

永

小島（北・西）

小島（東・南）

揖斐

全域

時 間

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

８：３０～１６：００

８：３０～１６：００

曜日

金

月

火

水

木

金

月

火

水

３月１日（木）～

３月１５日（木）
（土・日を除く）

日

１６

１９

２０

２１

２２

２３

２６

２７

２８

月

２

谷 汲 地 域
会 場

岐礼多目的集会場

下長瀬活性化支援センター

東部文化会館

西部文化会館

谷汲文化会館

地 区

高科・岐礼・沖野

下長瀬・赤石・山田

府内・上長瀬

神原・木曽屋・有鳥

深坂

大洞

名礼

徳積

谷汲地域全域

時 間

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

曜日

金

月

火

水

木

金

月

火

２月２８日（水）～

３月１５日（木）
（土・日を除く）

日

１６

１９

２０

２１

２２

２３

２６

２７

月

２

春 日 地 域
会 場

滝集会場

樫多目的集会場

下ヶ流ふれあい館

上ヶ流多目的集会場

香六青少年会館

春日公民館

川合多目的集会場

春日高齢者コミュニティセンター

春日高齢者コミュニティセンター

古屋多目的集会場

春日振興事務所４階企画室

地 区

滝

樫

下ヶ流

上ヶ流

香六

小宮神

川合・中山

美束

美束

古屋

春日地域全域

時 間

９：００～１２：００

１３：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１２：００

１３：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

９：００～１２：００

１３：００～１６：００

８：３０～１６：００

曜日

金

月

火

水

木

金

月

２月２７日（火）～

３月１５日（木）
（土・日を除く）

日

１６

１９

２０

２１

２２

２３

２６

月

２
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平 成 １ ８ 年 分 申 告

藤 橋 地 域
会 場

藤橋振興事務所 ２階第１会議室

地 域

藤橋地域全域

時 間

９：００～１６：００

曜日

２月１６日（金）～

３月１５日（木）
（土・日を除く）

日月

坂 内 地 域
会 場

坂内振興事務所 ２階会議室

川上集会場

坂内振興事務所 ２階会議室

諸家集会場

坂内振興事務所２階会議室

坂本コミュニティセンター

坂内振興事務所 ２階会議室

広瀬集会場

坂内振興事務所 ２階会議室

地 域

坂内地域全域

川上

坂内地域全域

諸家

坂内地域全域

坂本

坂内地域全域

広瀬

坂内地域全域

時 間

９：００～１６：３０

９：３０～１１：３０

１３：００～１６：３０

９：３０～１１：３０

１３：００～１６：３０

９：３０～１１：３０

１３：００～１６：３０

９：００～１６：３０

９：３０～１１：３０

１３：００～１６：３０

９：００～１６：３０

曜日

金

月

火

水

木

金

２月２６日（月）～

３月１５日（木）
（土・日を除く）

日

１６

１９

２０

２１

２２

２３

月

２

久 瀬 地 域
会 場

久瀬振興事務所

小津公民館

久瀬振興事務所

日坂公民館

久瀬振興事務所

地 域

久瀬地域全域

小津

久瀬地域全域

日坂

久瀬地域全域

時 間

９：００～１６：３０

９：３０～１１：３０

１３：００～１６：３０

９：００～１６：３０

９：３０～１１：３０

１３：００～１６：３０

９：００～１６：３０

曜日

金

月

火

水

木

金

月

火

２月２８日（水）～

３月１５日（木）
（土・日を除く）

日

１６

１９

２０

２１

２２

２３

２６

２７

月

２
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Information Room

子
育育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
知知
ら
せ

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

上
南
方
１
９
３

℡
２
３
‐
１
１
３
６

■
利
用
対
象

揖
斐
川
町
在
住
の
未
就
園
児

（
祖
父
母
可
）

■
休

館

日

祝
祭
日
、
土
・
日
曜
日

■
開
所
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

・
相
談
日
の
☆
印
は
、
担
当
者
が
す
ぐ
に
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
♪
印
の
あ
る
活
動
は
要
予
約

（
２
月
の
行
事
予
約
開
始：

１
月
２４
日（
水
）午
後
１
時
〜
１
月
３１
日（
水
））

※
予
約
さ
れ
る
方
は
、
直
接
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
み
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
活
動
内
容
の
変
更
・
追
加
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
セ
ン
タ
ー
ル
ー
ム
活
動
に
参
加
さ
れ
な
い
場
合
で
も
自
由

に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

春
日
小
宮
神
１
０
７
１

℡
５
７
‐
２
３
１
９

ご
み
に
危危
険険
物物
を
混混
入入
し
な
い
よ
う
に
ご
注注
意意
く
だ
さ
い

金
属
製
粗
大
ご
み
な
ど
の
収
集
時
に
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
、
乾
電
池
な
ど
を
入
れ

た
ま
ま
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
タ
ン
ク
は
灯
油
を

完
全
に
抜
き
と
り
、
本
体
か
ら
電
池
を
取
っ

て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
で
は
回
収
で
き
な
い
も
の
（
草

刈
り
機
な

ど
）
を
分
解

し
て
出
さ
れ

て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま

し
た
の
で
ご

注
意
願
い
ま

す
。

大大
気
汚
染染
防防
止
の
た
め
の
実
践践
項項
目目

１
暖
房
温
度
の
適
正
化

暖
房
温
度
は
で
き
る
だ
け
低
い
温
度
（
推

奨
１９
℃
）
に
設
定
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

２
適
切
な
燃
焼
管
理
の
徹
底

ボ
イ
ラ
ー
な
ど
ば
い
煙
発
生
施
設
に
つ
い

て
、
燃
料
使
用
量
、
空
気
比
、
燃
焼
温
度
な

ど
を
点
検
し
、
燃
焼
管
理
を
適
正
に
行
う
。

３
良
質
燃
料
の
積
極
的
な
使
用

ボ
イ
ラ
ー
な
ど
ば
い
煙
発
生
施
設
に
お
い

て
使
用
す
る
燃
料
に
つ
い
て
は
、
同
燃
料
に

お
い
て
も
硫
黄
分
、
窒
素
分
が
異
な
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
良
質
な
燃
料
を
使
用
す
る
。（
今

後
、
Ｃ
重
油
か
ら
Ａ
重
油
な
ど
、
よ
り
良
質

な
燃
料
へ
の
転
換
を
検
討
願
い
ま
す
。）

４
入
出
貨
物
自
動
車
台
数
の
抑
制

入
出
荷
の
合
理
化
な
ど
に
よ
り
、
貨
物
自

動
車
の
運
行
台
数
の
抑
制
に
努
め
る
。

５
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
推
進
（
公
共
交
通

機
関
の
利
用
促
進
）

通
勤
用
・
業
務
用
の
自
動
車
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
設
定
な
ど

に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
自
粛
す
る
と
と
も
に
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
な
ど
を
図
る
。

６
自
動
車
の
点
検
・
整
備
の
励
行

自
動
車
の
点
検
・
整
備
の
励
行
を
徹
底
す

る
。

７
貨
物
自
動
車
の
過
積
載
の
防
止
の
徹
底

工
場
・
事
業
所
に
出
入
り
す
る
貨
物
自
動

車
に
つ
い
て
、
過
積
載
防
止
を
徹
底
す
る
。

８
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
」
の
励
行

荷
の
積
み
降
ろ
し
や
、
客
待
ち
な
ど
の
駐

停
車
中
は
こ
ま
め
に
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
。
一

日
の
は
じ
め
の
暖
機
運
転
は
、
最
小
限
の
時

間
に
す
る
。

犬犬
・
猫
を
飼
っ
て
い
る
皆皆
さ
ん
へ

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

◎
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

犬
の
放
し
飼
い
は
、
犬
が
道
路
や
公
園
に

フ
ン
を
し
た
り
し
て
、
住
民
に
大
変
迷
惑
と

な
り
ま
す
。
必
ず
つ
な
い
で
飼
育
し
て
く
だ

さ
い
。

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
袋
な
ど
を
用
意

し
、
フ
ン
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
散
歩
中
、
通
行
人
と
す
れ
違

う
と
き
は
、
綱
を
短
く
持
ち
替
え
る
な
ど
周

囲
へ
の
十
分
な
気
配
り
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
鳴
き
声
・
悪
臭
に
ご
用
心

犬
の
鳴
き
声
は
、
隣
の
家
に
響
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
犬
を
飼
う
場
所
を
考
え
、
む
だ

吠
え
し
な
い
よ
う
に
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
悪
臭
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
飼
育
環

境
を
清
潔
に
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

近
所
の
猫
が
庭
や
公
園
に
フ
ン
を
し
て
困

っ
て
い
る
。
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
も
よ
く
耳
に

し
ま
す
。
猫
は
犬
の
よ
う
に
つ
な
い
で
飼
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
飼
い
主
の
気

配
り
が
必
要
で
す
。
敷
地
内
に
ト
イ
レ
を
設

け
て
し
つ
け
る
な
ど
、
責
任
と
愛
情
を
持
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

野
良
犬
・
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
て
い
る
方
へ

野
良
犬
・
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
行
為

は
、
他
の
野
良
犬
・
野
良
猫
が
集
ま
り
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
荒
ら
し
た
り
、
子
犬
・

子
猫
が
生
ま
れ
て
地
域
住
民
へ
の
被
害
を
拡

大
さ
せ
ま
す
。
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。犬

・
猫
を
飼
う
と
き
は
、
責
任
を
も
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。

２月 センタールーム活動（１０：００～１１：３０）

金
２
フリー
サークル

９
フリー
サークル

１６
フリー
サークル

２３
お教室交流
体操河村先生

※ホールに貼ってある親子写真を
プレゼントします。
２日１日�～３月１５日�

木
１
後期お教室交流日
たまごぐみ＆ひよこぐみ

８
フリー

１５
フリー

２２
フリー

水 交流日

７
さくらんぼ
０歳児交流

１４
いちご
１歳児交流

２１
りんご
２・３歳児交流

２８
フリー

火 行事

６ ♪
みんなであそぼう

１３ ♪
ひな祭り製作

２０ ♪
リサイクル
交換会

２７ ♪
誕生会・お話ル
ーム・食会

月 相談日

５ ☆
ＭＩＬＫの日

１２
振替休日

１９ ☆
ＭＩＬＫの日
♪発育測定

２６ ☆
ＭＩＬＫの日

毎週月曜日（園庭開放日） ９：３０～１２：００

毎週木曜日（コアラちゃんの日）９：３０～１１：３０

リズム遊び

園庭開放日

小麦粉粘土遊び

園庭開放日

おひなさま作り

園庭開放日

料理教室（保健センター）

園庭開放日

１日（木）

５日（月）

８日（木）

１２日（月）

１５日（木）

１９日（月）

２２日（木）

２６日（月）
収集された石油ストーブなど
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岐岐
阜阜
県県
後後
期期
高高
齢齢
者
医医
療療
広広
域域
連

合合
の
設設
立立
に
つ
い
て

岐岐
阜阜
県県
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
広広
域域
連連
合合

７５
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
６５

歳
以
上
）
の
方
を
対
象
と
し
た
現
在
の
「
老

人
保
健
医
療
制
度
」
が
平
成
２０
年
４
月
か
ら

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
を
運
営
す
る

た
め
、
平
成
１９
年
２
月
１
日
に
全
て
の
市
町

村
が
参
加
す
る
広
域
連
合
を
設
立
し
ま
し
た

が
、
今
後
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
開

始
に
向
け
準
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
し
て
の
ご
質

問
は
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

℡
０
５
８
‐
３
８
８
‐
５
９
７
８
（
代
表
）、

ま
た
は
、
市
町
村
の
担
当
窓
口
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後期高齢者医療制度の仕組みと広域連合の役割

社
会
保保
険険
料料
（
国国
民民
年
金
保保
険険
料料
）

控控
除
証
明明
書
に
つ
い
て

■
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
（
非
課
税
）
の
対
象
で
す
。

■
確
定
申
告
の
際
に
１
年
間
の
納
付
額
を
申

告
す
る
と
き
は
「
領
収
証
書
」
や
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
は
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
１１
月
上
旬
に
送
付
し
た
方

平
成
１８
年
１
月
１
日
か
ら
１０
月
２
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方

②
１９
年
２
月
上
旬
に
送
付
す
る
方

１１
月
上
旬
に
送
付
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ

た
方
で
、
平
成
１８
年
１０
月
３
日
か
ら
１２
月
３１

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
方お

問
い
合
わ
せ
は
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
平
成
１８
年
１１
月
１
日
か
ら
平
成
１９
年

３
月
１６
日

平
日
９
時
〜
１７
時
）

℡
０
５
７
０
‐
０
０
‐
９
９
１
１

一
般
電
話
・
公
衆
電
話
か
ら
市
内
通
話

料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
一
部
ご

利
用
が
い
た
だ
け
な
い
回
線
が
あ
り
ま
す
。

《
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
》
を
ご
利利
用用
く
だ
さ
い

年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
ご
相
談
に
つ
い

て
は
、
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
用
と
年

金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の
年
金
相
談

用
の
２
つ
の
全
国
共
通
電
話
番
号
『
年
金
ダ

イ
ヤ
ル
』
で
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

●
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
次
の
番
号
に
お
か

け
く
だ
さ
い
。

①
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
用

０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

②
年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の
年
金

相
談
用

０
５
７
０
‐
０
７
‐
１
１
６
５

●
受
付
時
間
は
８
時
３０
分
か
ら
１７
時
１５
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◎
『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』
は
、
お
客
様
か

ら
の
電
話
を
全
国
の
年
金
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
う
ち
、
回
線
の
空
い
て
い
る

と
こ
ろ
に
お
繋
ぎ
し
ま
す
。

◎
通
話
料
金
は
一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、

接
続
先
に
か
か
わ
ら
ず
市
内
通
話
料
金
の

み
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
電
話
機
の
設
定
、
ひ
か
り
電
話
な
ど
の
Ｉ

Ｐ
電
話
お
よ
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
電
話
機
に
よ

っ
て
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

お
手
数
で
す
が
、
他
の
電
話
機
で
お
か
け

直
し
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

揖揖
斐
川川
町町
放放
送送
通通
信信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

宅宅
内内
工工
事
等等
の
「
揖揖
斐斐
川川
町町
認
定定
業

者
」（
追追
加
分分
）
を
お
知知
ら
せ
し
ま
す

平
成
１８
年
１２
月
１１
日
現
在
の
認
定
業
者
に

つ
い
て
先
月
号
（
広
報
１
月
号
）
２３
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
次
の

業
者
が
新
た
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

大大
垣垣
パ
ー
ト
バ
ン
ク
廃
止
の
お
知知
ら
せ

大
垣
パ
ー
ト
バ
ン
ク
に
お
い
て
は
、
窓
口

業
務
再
編
に
よ
り
平
成
１９
年
３
月
３１
日
を
も

っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
垣
パ
ー
ト
バ
ン
ク
の
全
て
の
業
務
は
、

平
成
１９
年
４
月
１
日
以
降
大
垣
公
共
職
業
安

定
所
に
て
引
き
継
ぎ
ま
す
。

一
層
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
大
垣
公
共
職
業
安
定
所

℡
０
５
８
４
‐
７
３
‐
８
６
０
９

揖斐川町認定業者【追加分】（５０音順）
Ｈ１９．１．１１現在

電話番号

０５８５‐２３‐１５２７

０５８５‐３４‐１８３６

０５８５‐３４‐２６２５

０５８５‐２２‐２５７５

０５８５‐２２‐５８００

■揖斐川町認定業者とは
・揖斐川町が行う講習会で所定の技術を習得し、町
長が適任と認めた業者

・揖斐川町が提示する工事内容、工事費などの条件
を満たす業者（放送通信ネットワークパンフレッ
ト１１ページに掲載の基本コースの宅内標準工事、
１２ページに掲載の追加工事の内容を満たす業者）

住 所

揖斐川町三輪２７４４‐３９‐２

大野町黒野８０‐９

大野町稲畑４３‐６

揖斐川町市場１４１６‐８

揖斐川町島２８３‐１

業者名

いび川農業協同組合

タケナカ電化

電化ショップいのうえ

細野電設㈱

堀デンキ
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ブ
ロ
グ
作作
成成
講講
習
会
開開
催催

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
気
軽
に
情
報

発
信
が
で
き
る
「
ブ
ロ
グ
」。

デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
き
れ
い
な
風
景
、
お

い
し
い
食
べ
物
な
ど
揖
斐
川
町
の
観
光
情
報

な
ど
を
ブ
ロ
グ
で
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と

き

３
月
２
日
（
金
）
１９
時
〜

■
と
こ
ろ

役
場
３
階
集
会
室

■
費

用

無
料

■
対

象

ブ
ロ
グ
初
心
者

１５
名

■
内

容

ブ
ロ
グ
の
運
用
方
法
な
ど

【
お
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先
】

揖
斐
川
町
役
場
商
工
観
光
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

揖揖
斐
川川
町町
高高
齢齢
者
住
宅宅
「
は
な
も
もも
」
入入
居
者者
募募
集

坂
内
広
瀬
地
区
に
あ
る
揖
斐
川
町
高
齢
者

住
宅
「
は
な
も
も
」
の
入
居
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
「
は
な
も
も
」
は
、
お
お
む
ね
６５

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
老
人
福
祉
な
ら

び
に
障
害
者
福
祉
の
増
進
お
よ
び
自
立
の
促

進
を
図
る
た
め
の
住
宅
で
す
。

１
人
ま
た
は
２
人
で
の
生
活
に
不
安
の
あ

る
方
で
、
基
本
的
に
自
炊
の
で
き
る
入
居
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
施
設
の
内
容

・
単
身
用
住
宅

１０
室

１
Ｄ
Ｋ
タ
イ
プ

・
２
人
用
住
宅

９
室

２
Ｄ
Ｋ
タ
イ
プ

※
全
室
が
オ
ー
ル
電
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

床
暖
房
完
備
の
住
宅
で
す
。

※
水
道
料
・
下
水
道
料
・
電
気
代
な
ど
の
光

熱
水
費
は
各
自
実
費
負
担
。

※
食
事
は
原
則
自
炊
と
し
ま
す
。

■
入
居
申
し
込
み
方
法

入
居
希
望
の
方
は
、
申
込
書
に
て
揖
斐
川

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
坂
内
振

興
事
務
所
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

ま
た
詳
し
い
こ
と
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‐
１
３
４
１

坂
内
振
興
事
務
所

住
民
福
祉
課

℡
５
３
‐
２
１
１
１

町町
営
住
宅宅
入入
居居
者者
募募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

●
そ
ら
む
き
町
営
住
宅
（
単
身
者
用
）

・
住

所

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９
番
地

・
募
集
戸
数

１
戸
（
２
０
５
号
室
）

・
建
設
年
度

平
成
１１
年
度

・
構
造
な
ど

準
耐
火
構
造
２
階
建
て

・
間

取

り

１
Ｋ

・
駐

車

場

１
台

・
家

賃

１
６，

１
０
０
円
〜

・
そ

の

他

本
住
宅
は
単
身
者
専
用
と
な

り
ま
す
。
家
賃
の
他
に
共
益
費
（
浄
化
槽

の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
代
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

◎
水
道：

簡
易
水
道

◎
下
水：

共
用
浄
化
槽

■
敷

金

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
た
め
、
政
令
で
定

め
ら
れ
た
基
準
以
上
の
所
得
が
な
い
方
の

入
居
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
地
方
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
単
身
で
の
入
居
に
限
る
。

・
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
、
住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
。

■
募
集
期
間

２
月
１
日
（
木
）
〜

２
月
１５
日
（
木
）

■
入
居
予
定
日

３
月
中
旬
頃
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
０
４
）

青青
年
国国
際際
交交
流流
事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

内
閣
府
で
は
、
平
成
１９
年
度
に
実
施
す
る

国
際
交
流
事
業（「
国
際
青
年
育
成
交
流
」「
日

本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
」「
日
本
・
韓
国
青

年
親
善
交
流
」「
世
界
青
年
の
船
」「
東
南
ア
ジ

ア
青
年
の
船
」）の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
内
閣
府
政
策
統
括
官

（
共
生
社
会
政
策
担
当
）
付
国
際
交
流
第
１

担
当

℡
０
３
‐
３
５
８
１
‐
１
１
８
１

http
://w

w
w
.cao.go.jp/koryu/

ま
た
は
、
岐
阜
県
男
女
参
画
青
少
年
課

℡
０
５
８
‐
２
７
２
‐
１
１
１
１

「
愛愛
犬犬
の
し
つ
け
方方
教
室
」
開開
催催

次
の
日
程
で
「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
犬
を
飼
い
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

教
室
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ハ
ガ

キ
に
「
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

同
伴
す
る
犬
種
（
見
学
の
場
合
は
「
見
学
」）」

を
ご
記
入
の
う
え
、
２
月
２８
日
ま
で
に
「
西

濃
保
健
所

揖
斐
セ
ン
タ
ー

生
活
衛
生
担

当
」
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

３
月
１０
日
（
土
）

１０
時
〜
１１
時
３０
分

■
場
所

西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー

（
旧
・
大
野
保
健
所
）

■
定
員

約
２０
名

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

〒
５
０
１
‐
０
５
９
４

大
野
町
黒
野
１
９
１

西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー

生
活
衛
生
担
当

℡
３
２
‐
１
５
３
０

●揖斐川町高齢者住宅施設利用料 （月額）

入居者

利用料

１２，０００円

１８，０００円

２４，０００円

対象利用者基準額

利用者および世帯全体が住民税非課税であ

って、合計所得額＋課税年金収入額が８０万

円以下の人

利用者および世帯全体が住民税非課税であ

って、利用者区分Ａ以外の人

利用者が住民税課税者

区

分

Ａ

Ｂ

Ｃ
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臨臨
時
職職
員員
の
募募
集

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

◎
用
務
員
（
本
庁
舎
）

若
干
名

◎
保
育
士

若
干
名

◎
学
校
校
務
員
（
小
島
小
学
校
）

若
干
名

◎
介
護
士
（
揖
斐
川
尚
和
園
）

若
干
名

■
応
募
資
格

年
齢
６０
歳
未
満
の
方
で
、
保

育
士
・
介
護
士
（
２
級
ヘ
ル
パ
ー
）
に
つ

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
を
有
す
る
方
。

■
試

験

面
接
試
験
を
実
施

■
採

用

平
成
１９
年
４
月
１
日

■
雇
用
期
間

１
年
間

■
給

与

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る

■
勤
務
時
間

・
用
務
員
・
学
校
校
務
員

月
曜
日
〜
金
曜

日
（
土
・
日
曜
日
、
国
民
の
休
日
お
よ
び

年
末
年
始
を
除
く
）
７
時
３０
分
〜
１５
時
３０

分
・
保
育
士

月
曜
日
〜
金
曜
日
、
第
１
・
３
・

５
土
曜
日
（
国
民
の
休
日
お
よ
び
年
末
年

始
を
除
く
）
８
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

・
介
護
士

基
本
勤
務
時
間

週
５
日

８
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■
応
募
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
し
て
、
保
育
士
、
介
護
士
に
つ
い
て

は
資
格
証
の
写
し
を
添
え
２
月
２０
日

（
火
）
ま
で
に
揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

谷谷
汲
華
厳厳
寺
節節
分分
厄厄
払払
い
行行
事

■
日
時

２
月
３
日
（
土
）

■
場
所

谷
汲
山
華
厳
寺

豆
ま
き
（
午
後
１
時
〜
）

甘
酒
無
料
サ
ー
ビ
ス
（
５
０
０
人
分
）

「
豊豊
年
祈
願願
祭祭
」
開開
催催

２
月
１８
日
（
日
）
豊
年
祈
願
祭
が
行
わ
れ

谷
汲
山
華
厳
寺
周
辺
の
３
か
所
で
谷
汲
踊
が

上
演
さ
れ
ま
す
。
春
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
谷
汲
踊
。
お
餅
の
無
料

配
布
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
勇
壮
華

麗
な
谷
汲
踊
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

２
月
１８
日
（
日
）

※
雨
・
雪
の
場
合
は
中
止

■
場
所

谷
汲
山
華
厳
寺
周
辺

（「
谷
汲
踊
」
上
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

第
１
回

午
前
１１
時

旧
名
鉄
谷
汲
駅
前

第
２
回

午
後
１
時

華
厳
寺
仁
王
門
前

第
３
回

午
後
２
時

町
営
門
前
駐
車
場

【
お
問
い
合
せ
先
】（
社
）
谷
汲
観
光
協
会

℡
５
５
‐
２
０
２
０

た
に
ぐ
み
盆盆
梅
展展

■
開
催
期
間

２
月
１１
日
（
日
）
〜

３
月
１１
日
（
日
）

■
開
催
場
所

谷
汲
観
光
資
料
館

■
入
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
３０
分

■
入

館

料

一

般

２
０
０
円

小
中
学
生

１
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
商
工
会
谷
汲

支
部

℡
５
５
‐
２
２
３
１

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村村
新新
メ
ニ
ュ
ー
登登
場
��

《
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館

レ
ス
ト
ラ
ン
朝
霧
》

薬
膳
料
理
が
楽
し
め
て
元
気
い
っ
ぱ
い
！

◆
新
メ
ニ
ュ
ー

◆
レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
時
間

〈
平
日
〉
１１
時
〜
１７
時（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
）

〈
土
・
日
・
祝
日
〉

１１
時
〜
１４
時
３０
分〈
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
〉

１７
時
〜
２０
時
〈
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
〉

◆
休
館
日

毎
週
水
曜
日

（
水
曜
日
が
祝
祭
日
の
際
は
営
業
）

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館

℡
５
８
‐
０
０
０
１

納期限のお知らせ
１月３１日（水） 町（県）民税（４期分）

国民健康保険税（９期分）

２月２８日（水） 固定資産税（４期分）

国民健康保険税（１０期分）

納め忘れのないように早めに納めましょう。

また、口座振替で納付されている方は、納期限前日まで

に預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で

２月の行事

（２月１日～２８日に行われる主な行事）

３日 谷汲山華厳寺節分厄払い行事（谷汲山華厳寺）

１１日～３月１１日

谷汲盆梅展（谷汲観光資料館）

１８日 豊年祈願祭（谷汲山華厳寺周辺）

２５日 ＩＢＩＧＡＷＡフリーマラソン

（揖斐川健康広場周辺）

○彩膳 ￥１，５７５
（料理内容が新しくなりました）

○伊吹膳 ￥１，３７０
（薬膳風蕎麦、海老フライ、
豚ロース生姜焼き、小鉢など）
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